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鳥取市の中核市への移行を円滑に進めるため、県・市の事務権限の移譲や協力体制等について話し合
う協議会（第７回）を開催しましたので、その概要を報告します。

１ 日 時 平成２９年２月１４日（火） 午前１０時３０分～１１時３０分
２ 場 所 県庁第３３会議室（第二庁舎４階）
３ 出席者 県：野川統轄監ほか関係部局長等

市：羽場副市長、田中中核市推進局長ほか関係部局長等
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：大雪対応･町議会等のため東部４町は欠席

４ 議事及び協議概要
（１） 国事前ヒアリング結果及び今後の法定手続きについて（報告）

ア １月２５日に、総務省（中核市移行）及び厚生労働省（保健所政令市移行）に係る事前ヒア
リングを終えた。中核市移行に係る市の事務執行体制や県市の連携・協力体制、準備状況等を
説明した結果、両省ともに特段の疑義や宿題事項なし。
〔主な国からの発言事項〕
・移行準備にあたっては、住民サービスの低下を招かないこと。さらに住民サービスや地域
保健サービスが向上するように調整を進めていただきたい。

・特に住民窓口の変更等の周知・広報をお願いしたい。

イ 今後の地方自治法に基づく手続き
鳥取市長が、都道府県の同意を経て国へ申出、国（総務大臣）が中核市指定を行う。

〔スケジュール〕(予定)
平成29年２月議会 鳥取市長が鳥取市議会へ「中核市指定の申出」の議案を提出

⇒鳥取市議会議決
平成29年４月 鳥取市長が鳥取県知事へ「中核市指定に係る同意の申入れ」
平成29年６月 鳥取県知事が鳥取県議会へ「中核市指定に係る同意」の議案提出

⇒鳥取県議会議決
鳥取県知事が鳥取市長に「同意書」を交付

平成29年７月 鳥取市長が総務省に中核市指定を求める「申出」
11月頃 中核市指定政令の閣議決定 ⇒ H30.4.1 中核市移行

（２） 事務調整状況及び今後の検討スケジュールについて（説明･意見交換）
今後の主な調整事項について、調整方針や留意事項及び今後の進め方・スケジュール等を確認

し、県市で円滑に事務引継を進めていくこととし、専門職員の確保、住民サービスの維持向上、
窓口変更等の住民周知、災害時の救急医療対応等についての工夫などの意見交換を行った。

５ 主な発言・意見等
・限られた専門人材（医師､獣医師､薬剤師､保健師)の中で、県は県、市は市で採用募集しても競合す
る。年齢構成や職員のキャリアアップの視点からも、移行後の県市間の人事交流を検討していると
ころであるが、中西部との職員水準の均衡や職員資質の維持のため、採用段階から県市間で連携を
図っていきたい。

・災害医療等は連携が重要。中部地震や今回の大雪対応等を教訓に、透析患者の搬送など具体的に県
市間での役割や連携体制を整えていくこと。連携協約で担保していくことも必要。

・広報や窓口変更等の周知は、形式ばった説明会等だけでなく、各種会合やイベントなどいろいろな
人が集まる場で発信していくことが必要。関係業界の会合や機関紙等の活用も検討。県市でチラシ
を作成し広報周知を行う。

・移行まで１年。県内部の担当者会議にも県の声掛けで市の職員も参加して、県市で顔の見える連携､
スタッフの育成に努めていきたい。


